
い
品
種
で
あ
っ
た
。

　

實
蔵
は
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
種
の
種
子
を
譲
り
受

け
、
開
墾
し
た
土
地
で
自
然
交
配
を
繰
り
返
し
な
が

ら
西
瓜
の
栽
培
を
数
年
行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
在
来

種
や
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
種
と
は
異
な
る
別
の
品
種
が

た
ま
た
ま
で
き
た
。
こ
の
西
瓜
は
、
当
時
、 
虎
皮 
西

と
ら
か
わ

瓜
（
野
田
西
瓜
、
山
本
西
瓜
）
と
い
わ
れ
た
。

　

こ
の
西
瓜
の
こ
と
が
碧
海
郡
一
帯
に
伝
わ
る
と
、

栽
培
農
家
は
次
第
に
増
え
て
い
っ
た
。
こ
の
西
瓜
を

岡
崎
市
な
ど
の
市
場
に
持
っ
て
行
く
農
家
も
あ
っ
た

が
、
奈
良
県
産
や
富
山
県
産
の
西
瓜
に
比
べ
て
評
判

は
あ
ま
り
よ
く
な
か
っ
た
。

　

一
九
二
二
年
（
大
正
一
一
年
）
ご
ろ
、
碧
海
郡
農

会
は
市
場
で
評
判
の
よ
か
っ
た 
大  
和 
西
瓜
の
種
子
を
、

や
ま 
と

奈
良
県 
磯  
城 
郡
や 
生  
駒 
郡
の
農
会
か
ら
譲
り
受
け
て

い
そ 
き 

い 
こ
ま

栽
培
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
西
瓜
は
、
こ
の
地
域
で
栽

培
し
て
い
た
虎
皮
西
瓜
よ
り
も
、
は
る
か
に
甘
く
お

い
し
い
西
瓜
で
あ
っ
た
。
郡
農
会
で
は
、
こ
の
大
和

西
瓜
に
す
べ
て
品
種
を
統
一
し
、
三
河
西
瓜
の
名
称

を
つ
け
て
出
荷
し
た
と
こ
ろ
、
市
場
で
の
評
判
は
大

変
よ
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
農
家
の
中
に
は
岡
崎
市

�
　
 
山  
本  
實  
蔵 

や
ま 
も
と 
じ
つ 
ぞ
う

　

實
蔵
は
、
一
八
五
〇
年
（ 
嘉  
永 
三
年
）
十
月
、
石

か 
え
い

川 
惣  
四  
郎 
の
長
男
と
し
て
高
棚
村
（
現
高
棚
町
）
で

そ
う 
し 
ろ
う

生
ま
れ
た
。

　

一
八
七
一
年
（
明
治
四
年
）、野
田
村
二
本
木
（
現

二
本
木
町
）
の
山
本 
彌  
助 
（
士
族
）
の
長
女
や
ま
と

や 
す
け

結
婚
し 
婿 
養
子
と
な
っ
た
。
当
時
二
本
木
は
、
二
本

む
こ

木
山
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
原
野
で
あ
っ
た
。
實
蔵
は

日
夜
、
山
地
の
開
墾
に
精
を
出
し
、
農
地
を
少
し
ず

つ
増
や
し
て
い
っ
た
が
、
生
活
は
苦
し
か
っ
た
。

　

一
八
八
〇
年
（
明
治
一
三
年
）
に
明
治
用
水
が 
開 かい

 
削 
さ
れ
、
明
治
用
水
中
井
筋
が
通
水
す
る
と
、
水
不

さ
く足

も
一
気
に
解
消
さ
れ
、
畑
は
ほ
と
ん
ど
水
田
に
な

っ
た
。
一
八
八
七
年
（
明
治
二
〇
年
）
ご
ろ
に
は
、

五
十
戸
ほ
ど
の
入
植
者
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

實
蔵
は
、
一
九
〇
七
年
（
明
治
四
〇
年
）
ご
ろ
安

城
農
林
学
校
の
農
場
指
導
員
と
し
て
、
生
徒
の
指
導

に
あ
た
っ
て
い
た
。
当
時
、
農
場
で
は
ア
メ
リ
カ
か

ら
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
種
、
ス
イ
ー
ト
サ
イ
ベ
リ
ア
種

な
ど
の 
西  
瓜 
の
種
子
を
取
り
寄
せ
、
西
瓜
の
栽
培
を

す
い 
か

行
っ
て
い
た
が
、
在
来
種
の
西
瓜
よ
り
も
糖
分
の
多

や
近
隣
の
市
場
へ
出
荷
す
る
人
も
増
え
て
い
っ
た
。

　

碧
海
郡
農
会
や
安
城
町
農
会
で
は
、
各
ム
ラ
の
青

物
出
荷
組
合
を
指
導
し
、
共
同
出
荷
・
共
同
販
売
を

強
力
に
進
め
た
。
ま
た
、
規
格
の
統
一
・
栽
培
方
法

の
改
良
・
販
売
方
法
の
改
善
等
を
行
っ
た
結
果
、
稲

作
よ
り
も
は
る
か
に
高
い
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
た
め
、
西
瓜
の
栽
培
面
積
は
急
激
に
増
加
し
た
。

　

大
正
時
代
の
末
期
に
は
、
安
城
町
で
は
二
百
町
歩

（
二
百�
）
も
栽
培
さ
れ
て
い
た
（
安
城
農
報
大
正

一
四
年
八
月
号
）。安
城
町
で
は
里
、
今
、
赤
松
、
福

釜
、
箕
輪
等
の
ム
ラ
で
栽
培
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。

　

東
京
や
大
阪
な
ど
の
都
市
や
中
国
大
連
に
ま
で
出

荷
し
て
い
た
三
河
西
瓜
も
、
一
九
三
一
年
（
昭
和
六

年
）
ご
ろ
か
ら
栽
培
面
積
も
次
第
に
減
少
し
て
い
っ

た
。
そ
れ
は
、
不
況
等
に
よ
っ
て
価
格
が
大
幅
に
下

落
し
た
こ
と
、
西
瓜
は 
忌  
地 
性
が
強
く
連
作
が
で
き

い
や 
ち

な
い
こ
と
（
六
、
七
年
は
同
じ
場
所
に
作
付
け
で
き

な
い
）
、
こ
の
地
域
よ
り
有
利
な
産
地
が
多
く
で
き

競
合
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
理
由
で
あ
っ

た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
一
九
三
一
年
（
昭
和

六
年
）
七
月
、
安
城
町
北
明
治
の
碧
海
説
教
場
で
、

愛
知
県
西
瓜
栽
培
業
者
大
会
が
開
か
れ
、
出
荷
の
調

整
を
図
る
こ
と
、
継
続
出
荷
を
実
行
す
る
こ
と
、
確

実
な 
販  
路 
の
獲
得
に
努
め
る
こ
と
な
ど
の
決
議
や
宣

は
ん 
ろ

言
が
採
択
さ
れ
た
。
し
か
し
、
一
九
三
五
年
（
昭
和

十
年
）
を
過
ぎ
る
と
栽
培
面
積
も
激
減
し
、
三
河
西

瓜
の
名
は
次
第
に
消
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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